
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

◎生徒一人一人の学び直しに応じた学
習指導の実施に向け、指導方法の在り
方に関する研究の推進

○生徒一人一人の学び直しに応じた学
習指導の実施に向けた指導方法の在り
方に関する研究に取組んだ職員の割合
90％以上

・他県の夜間中学訪問や研修会における実
践事例等について校内での研修及び情報共
有の機会を設ける。
・生徒一人一人の学習履歴や習熟状況を踏
まえ、個に応じた学習指導を実施する。

A

・全教職員（事務除く）で熊本県立ゆうあい中学校を訪
問し、合同研修会を実施した。
・教職員アンケート（10月）を実施し、「個に応じた学習
指導の実施に向けた授業づくりや教材の工夫に取り組
んでいる」について、肯定的な回答をした職員は100％
であった。

A

・全国夜間中学研究大会において、数学科の取り組み
について報告を行った。
・教職員アンケート（1月）を実施し、「個に応じた学習指
導の実施に向けた授業づくりや教材の工夫に取り組ん
でいる」について、肯定的な回答をした職員は100％で
あった。
・各教科の取り組み事例の共有を図りたい。
・生徒アンケート（１月）を実施し、「授業での先生の説
明はわかりやすいですか」について、肯定的な回答を
した生徒は81.3％であった。また、「授業で使う学習プリ
ントは、わかりやすく工夫がされていますか」について、
肯定的な回答をした生徒は100％であった。

A

・他県の夜間中学との交流は、教員の指導力、教材研
究が深まる機会となっている。
・成果指標に生徒が自信をもてるような指標・伸び率を
入れてはどうか。
・生徒アンケートの指標については、個人の目標（１年
間で学びたい目標）を立てさせて、達成できたかを振り
返らせることを取り入れられないか。
・学力については、夜間中学の特性から、学び続ける
姿勢を図る必要がある。
・外国語をどれだけ習得したかを「can」「do」で評価する
成果指標CEFR（セファール）のようなものもある。検討
してみてはどうか。

研修・図書部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○楽しい学校づくりに向けたアンケート
を実施する。「誰に対しても優しくできる」
と回答した生徒70％以上

・生徒の年齢や国籍等、多様な背景に配慮
した道徳の授業を計画する。
・楽しい学校づくりに向けたアンケートを年２
回以上実施する。 A

・ふれあい道徳（11月実施）において、各学年で「さりげ
ないやさしさや思いやり」をテーマに授業を行った。
・生徒アンケート（10月）を実施し、「だれに対しても思い
やりの気持ちをもって学校生活を送っている」につい
て、肯定的な回答をした生徒は100％であった。

A

・生徒指導及び教育相談の取り組みや、スクールカウ
ンセラーの心の教育と連携して道徳の授業を行うこと
ができた。
・生徒アンケート（1月）を実施し、「だれに対しても思い
やりの気持ちをもって学校生活を送っている」につい
て、肯定的な回答をした生徒は93.8％であった。

A

・授業の題材として、情報モラルやインターネットとの付
き合い方について取り上げてはどうか。
・自己肯定感に関するアンケート（心のアンケート）を実
施して、「安心して生活できているか」などを聞くことも
大事なことである。

道徳教育推進教師

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員90％以上

・いじめの対応についての研修・会議を年間
に２回以上実施する。

A

・いじめ問題への対応に係る校内研修職員研修（個人
オンデマンド研修、全体研修）を実施した。
・教職員アンケート（10月）を実施し、「いじめ防止等に
ついて、組織的な対応ができている」について、肯定的
な回答をした職員は100％であった。

A

・職員研修（８月）、いじめ・体罰等対策拡大委員会（５
月、２月）を開催した。いじめ問題への対応について、
情報共有を行い、意識を高める機会を設けた。
・教職員アンケート（1月）を実施し、「いじめ防止等につ
いて、組織的な対応ができている」について、肯定的な
回答をした職員は90％であった。

A

・妥当な評価である。

生徒指導主事

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
85％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒85％
以上

・生徒の資質・能力を伸ばす授業実践や指
導方法の改善に向けた職員研修等を実施す
る。
・授業だけでなく、教育活動全体で生徒指導
の機能を生かした取組を実践する。 A

・生徒アンケート（10月）を実施し、「先生はあなたのよ
いところを認めてくれていると思う」について、肯定的な
回答をした生徒は100％であった。
・生徒アンケート（10月）を実施し、「将来の夢や目標を
持っている」について、肯定的な回答をした生徒は
100％であった。

A

・生徒アンケート（１月）を実施し、「先生はあなたのよい
ところを認めてくれていると思う」について、肯定的な回
答をした生徒は100％であった。
・生徒アンケート（１月）を実施し、「将来の夢や目標を
持っている」について、肯定的な回答をした生徒は
93.8％であった。
・教育相談週間だけではなく、担任、副担任を中心に
日頃から生徒の悩みに寄り添った進路指導に努めた。

A

・生徒アンケートの結果を受けて、生徒にどのように関
わったかを明記するとよい。
・卒業後も社会とつながりあいながら学び続ける姿勢
を育むことが大切だと考える。
・安全に守られる環境を作ることで教育は始まる。生徒
が先生に丁寧に教えてもらっていると答えること自体、
話しやすい環境、関係性なのではないか。

進路指導主事

〇異なる文化や多様な価値観を理解
し、互いを認め、尊重する態度を養う教
育活動

○学校教育活動全体を通して、個性や
多様性を尊重することの大切さなど豊か
な心を身に付けられるための取組を年３
回以上実施する。

・学校行事や校外学習の実施等を通して、生
徒が自己を表現する場や他者と交流・協力
を図る場を設定する。

A

・校外学習（5月）、体育大会（10月）、３年生修学旅行
（11月）を実施した。多様な価値観を理解し、他者と交
流することへの前向きな姿勢が見られた。
・SPIRA日本語スピーチコンテスト（10月）への出場を通
して、自己を表現し、他者を理解する機会となった。 A

・文化発表会（１月）では、授業で制作した作品の展示
やステージ発表を行い、日頃の学習成果を披露した。
また、オープニングムービー作成や司会進行、プログ
ラム作成等、昨年度よりも生徒の活躍の場が広がっ
た。
・第２回校外学習（12月）での陶芸体験や、佐賀北高校
通信制書道部の先生、生徒を講師に招いて実施した
書き初め（書道体験）では、作品制作を通して自己を表
現する機会となった。

A

・日本語スピーチコンテストへの参加など、生徒が貴重
な経験をすることができている。先生方が生徒の挑戦
を後押しされていることを評価する。

管理職

●健康・体つくり

❺「健康を考えて行動できる能力の育
成」

❺「健康は何より大切だ」「健康を維持す
るための行動を意識して実践している」
と答えた児童生徒80％以上

・生活状況調査、食に関する意識調査を実
施する。
・保健だよりを発行し、啓発を図る。
・保健教育や学級活動の時間を通して、感染
症予防や歯磨きの大切さ、自他を思いやる
気持ちを育むための学習をする機会を設け
る。

A

・生活状況調査、食に関する意識調査を７月と１２月の
２回実施し、生徒の実施把握に努めた。
・長期休業前後に、健康に関する情報提供のプリントを
作成した。
・健康教育として、「防煙教育」「がん教育」「歯科保健」
「性に関する教育」の学習会を企画実施し、自分自身
や周囲の人の健康を考える機会を作った。

A

12月に実施した生活状況調査で、「食事」「睡眠」「運
動」は健康のために大切だ、と答えた生徒はで97.9％
以上であった。
・「インフルエンザ予防宣言」を掲示し、自身の健康に
意識を向けれらるようにした。
・保健教育を予定通り実施し、自らの心身の健康保
持、増進するための機会を設けることができた。

A

・妥当な評価である。

保健主事
養護教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時出退勤日、学校閉庁日を設定する。
・年次休暇の積極的取得を推奨し、教職員
の心身の健康増進に努める。
・会議時間の短縮及び資料のペーパーレス
化に努める。

B

・教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守している。
・年休取得10日以上（１2月24日現在）の職員は７名/１
２名（１４日以上は内２名）である。

B

・学校閉庁日を設定することで年休取得の推進につな
がった。
・定時出退勤日の設定ができなかった。
・終日の年休取得を推進し、職員の心身の健康増進に
努めたい。

B

・夏季休業中は、土日祝日を除いて５日間の休暇があ
るのがよい。
・献身的な先生が多いと思うので、無理をしないように
してほしい。

管理職

●特別支援教育の充実
○特別支援教育に関する職員の意識の
向上

○特別支援教育に関する研修を１回以
上実施する。

・特別支援教育に関する研修会を実施する。

A
・佐賀大学から講師を招聘し、「発達障害のある生徒
理解と対応」について、職員研修（７月）を実施した。 A

・予定していた研修を実施できた。次年度は研修の機
会を増やし、職員研修の充実に努めたい。 A

・妥当な評価である。
特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○日本語指導研修の充実

◎日本語指導を必要とする生徒への計
画的・効果的な指導方法の改善に向け
た研修の実施

〇日本語指導に関する指導方法の工
夫・改善が図れた職員の割合を80％以
上

・外部の専門講師を招聘し、職員研修を実施
する。
・職員研修を年２回以上実施し、職員の資
質・能力の向上を図る。 A

・県内日本語学校から講師を招聘し、日本語学校にお
ける学習指導及び生活指導について、職員研修（７月）
を実施した。
・教職員アンケート（10月）を実施し、「日本語指導を必
要とする生徒の学習指導について、個に応じた指導方
法の工夫をしている」について、肯定的な回答をした職
員は100％であった。

A

・佐賀県国際交流協会主催の日本語学習ボランティア
等養成講座（１月～２月）に参加し、日本語学習への理
解を深め、学習指導の充実に努めた。
・教職員アンケート（1月）を実施し、「日本語指導を必
要とする生徒の学習指導について、個に応じた指導方
法の工夫をしている」について、肯定的な回答をした職
員は100％であった。

A

・妥当な評価である。

日本語指導担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀県立彩志学舎中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学習指導においては、熊本県立ゆうあい中学校との合同研修会や、九州の夜間中学からの視察訪問時に、各教科担当の情報交換を行い、一人一人の学びの状況に応じた学習指導の充実に努めた。また、今年度から高校進学を希望する生徒のためのコースを新たに設けた。さらに、校内模試の実施や県校長会統一テスト（SAGAテスト）への参加し、高
校受験に臨む生徒への学習支援を充実させた。
・心の教育においては、今年度から、スクールカウンセラーによる全校生徒との面談及びスクールカウンセラーによるいのちの授業（年３回）を実施し、生徒が相談しやすい環境づくりを行った。また、生徒指導及び教育相談担当が連携し、「SOSの出し方」について学ぶ機会を設けた。
・発達障害のある生徒の理解と対応に関する職員研修を実施した。特別支援教育に関する職員研修の機会を増やし、生徒が安心して学ぶことができる教育環境の充実を図りたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・コース制での授業を実施し、個に応じた学習指導の実施に向け、授業づくりや教材の工夫に取り組んだ。今年度は、高校への進学を希望する生徒への学習指導の充実を図る必要がある。

・教育相談を年４回実施し、多様な背景をもつ生徒の理解に努めた。また、授業や学校行事において、生徒同士の交流が生まれる取り組みを行うことで、生徒が新たなことへチャレンジし、自己肯定感を高めることにつなげることができた。

２　学校教育目標 一人一人の個性や多様な価値観を尊重し、それぞれの目標に向かって進む生徒を応援する学校

３　本年度の重点目標

①生徒の想いに応える授業や体験活動の充実を図る。

②多様性の尊重と個々のニーズや事情への柔軟な対応を図る。

③誰もが安心して学ぶことができる教育環境の整備を図る。


